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市 役 所からのお知らせ

シリーズで勝部市長の仕事を紹介します

勝部市長の

お仕事百景

　事業計画が発表されてから42 年目を迎
えた一関遊水地事業の進捗率は、24 年度
末で 65％です。12月15日に遊水地の開口
部に建設する水門の着工式が行われまし
た。完成すれば日本最大級の規模になりま
す。地権者の皆さんや関係機関の協力に感
謝し、工事の安全を祈願しました。

　東日本大震災で大きな被害を受けた陸
前高田市と宮城県気仙沼市に派遣している
一関市職員を激励してきました。職員の派
遣は、後方支援の一環で今年が3 年目。現
在、陸前高田市に11人、気仙沼市に2人を
派遣しており、職員たちはそれぞれの職場
で頑張ってくれています。

12/11 派遣職員を激励

一関遊水地
大林水門着工式
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地
域
ぐ
る
み
で

ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
除
染

農林産物の放　
射性物質測定    大豆は順次出荷・販売可能に

　

千
厩
町
の
小
田
梅
田
自
治

会（
柴
田
律
夫
会
長
、１
０
４

世
帯
）と
花
貫
自
治
会（
金
野

良
悦
会
長
、68
世
帯
）は
昨
年

11
月
23
日
か
ら
、地
域
ぐ
る

み
で
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
除
染

作
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

こ
の
う
ち
先
の
測
定
で
住

宅
や
事
業
所
な
ど
で
空
間
放

射
線
量
が
局
所
的
に
高
い

ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
（
１
㍍
高

で
毎
時
０
・
23
マ
イ
ク
ロ

シ
ー
ベ
ル
ト
以
上
）
が
35
カ

所
確
認
さ
れ
た
小
田
梅
田

は
、
事
前
に
市
職
員
を
招
い

て
説
明
会
を

開
き
、
除
染

作
業
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

作
業
当
日
は
、
市
職
員
の

指
導
を
受
け
な
が
ら
、
作
業

範
囲
を
線
量
計
で
確
認
。
軒

下
側
溝
の
土
砂
を
取
り
除

き
、
放
射
線
量
の
低
減
を
確

認
し
ま
し
た
。

　

柴
田
会
長
は
「
子
供
た
ち

の
将
来
に
わ
た
る
安
全
・
安

心
な
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に

は
、
個
々
の
自
治
会
の
取
り

組
み
だ
け
で
は
目
的
が
達
成

で
き
な
い
。
地
域
ぐ
る
み
で

市
内
全
域
の
迅
速
な
除
染
が

必
要
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

　

市
の
除
染
実
施
計
画
区
域

内
に
、
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
は

６
１
３
７
カ
所
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。
市
は
、
自
治
会
等

を
中
心
と
し
た
地
域
ぐ
る
み

の
放
射
線
量
低
減
化
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
る
と
と

も
に
、
説
明
会
へ
の
職
員
派

遣
、
作
業
資
材
の
提
供
、
貸

与
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

4～15歳対象に内部被ばく健康調査を実施

被災者生活再建支援金制度の申請期限が

延長
問本庁児童福祉課福祉企画係☎内8351、各支

所保健福祉課

　被災者生活再建支援金制度の「基礎支援金」
の申請期限が1年延長され、27年４月10日にな

りました。加算支援金はなく30年4月10日まで

で変わりません。申請していない人は、早めに申
請してください。

義援金第3次配分第3回配分を決定
問本庁児童福祉課福祉企画係☎内8351、各支

所保健福祉課

　市災害義援金配分委員会の第７回委員会は

12月9日に市役所本庁舎で開かれました。国、
県からの第3次配分第３回配分について、死亡・
行方不明者１人当たり5万9千円、住宅全壊1戸
当たり5万9千円、住宅半壊1戸当たり4万7千
円をそれぞれ追加配分しました。

26年度償却資産（固定資産税）の申告
問税務課資産税第2 係☎内8256

◇償却資産の申告対象者…1月1日現在、構築
物、機械装置、運搬具、工具、備品などの事業用
の資産を所有する法人や個人◇対象の償却資産
…農業用ビニールハウス、乾燥機などの農業機
械、アパートなどの舗装やフェンスなど◇申告
期限…1月31日㊎◇提出先…本庁税務課資産税
第2係または各支所市民課税務係◇申告書…25

年度に申告した人や該当すると思われる人には、
25年12月下旬に申告書を送付しています。新た

に事業を始めた人や申告が必要な償却資産を所
有されている人は問い合わせてください。

家屋の新増築や取壊しは連絡を
問税務課資産税第2 係☎㉑8257

　固定資産税の納税義務者は、毎年1月1日現
在の「土地」「家屋」および「償却資産」の所有者
等です。25年12月31日までに①「家屋」を新築・
増築した場合（建築確認申請済みのものを除く）
②「家屋」を解体・取り壊しをした場合（届出済
みのものを除く）は、本庁税務課または各支所市
民課税務係まで連絡してください（電話可）

国土調査（地籍調査）成果の登記完了
問農林部国土調査室☎㉑8438 

　21年度に市が実施した地籍調査成果の登記
事務が完了しました。今後も地籍調査事業にご

理解とご協力をお願いします。◇調査地区…一
関市中里字神明、上大林、荒谷、川原、新川原、
舟場、狐禅寺字石ノ瀬の各一部、一関市中里字
石川瀬、在家◇登記年月日…25年11月29日

INFORMATION

　放射線が健康に及ぼす影響への不安の軽減を図るため、
本年度も「尿中放射性物質検査」を行います。
■対象…市内に住所を有し、25年度中に4歳に達する人か

ら15歳（中学3年生）の人（平成10年4月2日～ 22年4月
1日までに生まれた人）。ただし、23、24年度に県が実施し

た放射線影響調査で検査した人は除く■検査方法…ゲルマ

ニウム半導体検出器による尿中放射性物質の測定■検査核

種…ヨウ素131、セシウム134、セシウム137、カリウム40

■測定試料…尿2リットル（連続して採取し指定の容器に

蓄尿）■申し込み…1月24日㊎までに、健康づくり課また

は各支所保健福祉課保健係に申し込む（保育園や学校等へ

の申し込みを忘れた人も、期日までに申し込んでださい）
問健康づくり課（一関保健センター内）☎㉑2160または各
支所保健福祉課保健係
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県
は
昨
年
12
月
13
日
、
市

の
施
設
栽
培
原
木
シ
イ
タ
ケ

の
出
荷
自
粛
要
請
を
解
除
し

ま
し
た
。
東
京
電
力
福
島
第

１
原
発
事
故
の
影
響
で
施
設

栽
培
原
木
シ
イ
タ
ケ
の
放

射
性
セ
シ
ウ
ム
が
国
基
準

値
（
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り

１
０
０
ベ
ク
レ
ル
）
を
超
え

て
い
た
た
め
、
出
荷
で
き
な

く
な
っ
て
い
た
市
内
生
産
農

家
は
全
17
戸
。
今
回
は
こ
の

う
ち
４
戸
を
対
象
に
施
設
栽

培
原
木
シ
イ
タ
ケ
の
出
荷
自

粛
要
請
を
解
除
し
ま
し
た
。

　

勝
部
修
市
長
は
同
22
日
、

生
産
・
出
荷
を
再
開
し
た

千
厩
町
千
厩
の
生
産
者
、
佐

藤
繁し

げ
るさ

ん
（
65
）
を
訪
問
し
、

激
励
し
ま
し
た
。
佐
藤
さ
ん

の
作
業
場
を
見
学
し
、
栽
培

管
理
方
法
な
ど
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
た
勝
部
市
長
は
、

「
風
評
被
害
か
ら
の
回
復
に

精
一
杯
努
力
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
機
会
を
通
じ
て
出
荷
再
開

を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い

く
」
と
語
り
、「
こ
れ
を
き
っ

か
け
に
大
い
に
頑
張
っ
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
エ
ー
ル
を

送
り
ま
し
た
。

  

佐
藤
さ
ん
は
「
産
直
施
設
、

Ｊ
Ａ
、
市
場
関
係
者
や
消
費

者
か
ら
再
開
を
待
っ
て
い
た

と
声
を
掛
け
ら
れ
て
本
当
に

あ
り
が
た
か
っ
た
」
と
笑
顔

を
見
せ
ま
し
た
。

　

同
町
小
梨
の
生
産
者
、
小

野
寺
泰や

す

男お

さ
ん（
74
）も「
ま

た
シ
イ
タ
ケ
の
仕
事
が
で
き

る
こ
と
が
何
よ
り
う
れ
し

い
。
徐
々
に
規
模
を
復
活
さ

せ
た
い
」
と
声
を
弾
ま
せ
て

い
ま
し
た
。

千
厩
小
田
梅
田
・
花
貫
両
自
治
会    

　「第4回一関市医療と介護
の連携連絡研修会」は12月
7日、市役所本庁で行われ、
関係者133人と市民ら44人
が参加し、「医療」と「介護」
それぞれの現場への理解を

深めました。
　「さまざまな介護施設の

役割を考える～医療と介護
の連携のために」と題したシンポジウムは、一関中央クリニックの長澤
茂院長が座長を務め、病院、介護施設などの代表者5人がそれぞれの施
設、設備や制度について説明。参加者は、うなずいたり、驚きの声を上
げたりしながら、真剣に聞き入っていました。

　訪問看護ステーションやまゆりの木村祐子
所長（58）は「あらためて施設の特徴や現場の

声を知ることができました。研修会で得た知
識は、利用者や家族から質問された際など、日
常の仕事に役立てたい」と話していました。

市医療と介護の　
連携連絡研修会   5機関がそれぞれの分野を語る

「大豆」の放射性物質濃度検査の状況
　県の「県産農林水産物の放射性物質濃度の検査計画」に基づき、「大豆」
は検査終了まで、出荷等の自粛を要請されています。
　市内全域33の旧市町村（昭和25年当時の旧市町村単位）ごとに出荷
前検査が行われており、12月末までに検査した次の区域は、全て基準値
を下回り、出荷・販売ができるようになりました。
■出荷・販売が可能になった区域（12 月 27 日現在）
〔一関地域〕旧一関市、厳美村、萩荘村、弥栄村〔花泉地域〕全域〔大東地
域〕全域〔千厩地域〕旧千厩町、奥玉村、小梨村〔東山地域〕全域〔室根地
域〕全域〔川崎地域〕全域〔藤沢地域〕全域
市内農林産物の放射性物質濃度測定結果（12月分）
　市民の依頼で市が12月に測定した農林産物は9品目15検体です。
　このうち食品衛生法上の基準値（一般食品 100ベクレル／㎏）を超え

たものはありませんでした。
　検出されたものの、基準値を下回っているものは8品目10検体、その

他の5検体は不検出でした。
問本庁農政課農産物流通係☎㉑2111（内線8427）


